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多
く
の
新
規
定
住
者
と
の
面
談
を
実

現
し
た（
仙
台
市
内
で
の
聞
き
と
り
）

伊
藤
栄
紀
・
香
織

夫
妻
が
専
門
員
に

【
福
島
】
民
団
福
島
県
本

部
（
金
仁
河
団
長
）
は
１１
月

２７
日
、
同
本
部
内
に
「
み
ん

だ
ん
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ

く
し
ま
」
を
開
設
し
た
。
地

方
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
全
国

で
１７
番
目
に
な
り
、
東
北
で

は
２
０
０
３
年
に
開
設
し
た

宮
城
に
つ
い
で
２
番
目
と
な

る
。
こ
れ
で
中
央
セ
ン
タ
ー

と
合
わ
せ
て
全
国
１８
カ
所
に

「
在
日
同
胞
の
拠
り
所
」
が

揃
っ
た
。

開
設
式
に
は
中
央
本
部
相

談
セ
ン
タ
ー
の
金
昭
夫
所
長

を
は
じ
め
、
民
団
福
島
本
部

と
支
部
の
幹
部
を
は
じ
め
、

婦
人
会
、
韓
商
、
あ
す
か
信

用
組
合
郡
山
支
店
の
関
係
者

ら
約
３０
人
が
参
席
し
た
。

開
設
式
で
金
団
長
は
「
福

島
に
も
相
談
セ
ン
タ
ー
を
と

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た

が
、
よ
う
や
く
開
設
が
実
現

し
た
。
県
下
同
胞
た
ち
に
幅

広
く
広
報
し
頼
れ
る
民
団
に

し
た
い
」と
期
待
を
込
め
た
。

中
央
本
部
の
金
所
長
も

「
生
活
者
団
体
で
あ
る
民
団

は
同
胞
た
ち
の
悩
み
を
解
決

す
る
拠
り
所
に
な
る
必
要
が

あ
る
。
全
国
の
相
談
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。専

門
相
談
員
は
２５
年
前
か

ら
民
団
福
島
の
生
活
相
談
員

と
し
て
協
力
し
て
き
た
伊
藤

栄
紀
氏
（
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
行
政
書
士
）

と
香
織
氏
（
司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、行
政
書
士
）

の
夫
妻
で
対
応
す
る
が
、
中

央
と
も
連
携
し
て
い
く
。

伊
藤
栄
紀
氏
は
「
民
団
と

は
古
く
か
ら
懇
意
に
し
て
お

り
、
在
日
の
皆
さ
ん
に
少
し

で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

こ
の
後
、
孫
準
税
理
士
の

「
相
続
税
対
策
の
基
本
」
と

と
題
し
た
講
演
に
続
き
、
中

央
セ
ン
タ
ー
の
�
良
煕
事
務

局
長
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
運
営

に
関
す
る
説
明
と
意
見
交
換

を
行
い
、
同
本
部
内
に
「
み

ん
だ
ん
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

ふ
く
し
ま
」
の
看
板
が
掲
げ

ら
れ
た
。
福
島
の
専
門
相
談

は
当
面
、
毎
週
月
曜
日
、
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
事

前
に
電
話
（
０
２
４
９
・
２

２
・
９
０
７
２
）
で
予
約
を

受
け
付
け
、
相
談
員
が
対
応

し
て
い
く
。

福島県本部の生活相談センター懸
板式。右から４人目が金仁河団長

民
団
宮
城
本
部
（
金
政
郁
団
長
）
は
１１
月
２５
日
か
ら
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
！

戸
別
訪
問
運
動
」
を
展
開
し
た
。
金
団
長
を
は
じ
め
同
本
部
３
機
関
長
と
幹
部
１４
人

に
中
央
か
ら
李
清
鍵
組
織
局
長
ら
５
人
が
加
勢
し
て
、
２７
日
ま
で
の
３
日
間
、
延
べ

３３
人
で
１
９
７
世
帯
を
訪
問
し
９９
件
の
団
員
と
面
談
が
実
現
し
た
。

宮
城
本
部
の
戸
別
訪
問
は

先
日
の
愛
知
県
・
一
宮
支
部

に
続
く
集
中
活
動
だ
が
、
同

本
部
で
は
在
日
同
胞
リ
ー
ダ

ー
育
成
ス
ク
ー
ル
を
皮
切
り

に
幹
部
研
修
を
重
ね
、
意
思

統
一
を
図
っ
て
き
た
。

戸
別
訪
問
開
始
を
前
に
し

た
２４
日
に
は
活
動
者
が
集
ま

り
「
組
織
活
性
化
会
議
」
を

開
き
、
組
織
の
現
状
把
握
と

今
回
の
戸
別
訪
問
の
意
義
な

ど
を
確
認
し
た
。

金
団
長
は
「
昨
年
の
戸
別

訪
問
で
は
意
外
な
出
会
い
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
記
憶
に
新

し
い
。
中
央
本
部
の
応
援
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
一
丸
と
な
っ
て
や
っ
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

見
せ
た
。李
京
子
議
長
は「
長

い
間
、
婦
人
会
に
携
わ
っ
て

き
た
が
、
戸
別
訪
問
の
経
験

は
皆
無
な
の
で
一
生
懸
命
頑

張
る
」
と
決
意
表
明
。

宮
城
本
部
で
は
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
時
に
、

同
胞
宅
の
ほ
ぼ
全
世
帯
を
訪

問
し
安
否
確
認
や
救
援
物
資

の
配
布
、
炊
き
出
し
な
ど
を

展
開
し
、
三
陸
海
岸
周
辺
の

養
殖
業
を
営
む
日
本
人
男
性

に
韓
国
か
ら
嫁
い
で
き
た
新

定
住
同
胞
を
中
心
に
新
た
な

団
員
発
掘
に
つ
な
が
っ
た
。

今
回
は
当
時
に
訪
問
し
た

同
胞
の
近
況
を
把
握
す
る
こ

と
も
兼
ね
、
仙
台
市
内
だ
け

で
な
く
女
川
、
気
仙
沼
、
石

巻
な
ど
の
三
陸
地
区
も
訪
問

対
象
に
加
え
た
。

活
動
体
制
は
５
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、車
輌
５
台
で
構
成
。

チ
ー
ム
構
成
も
日
替
わ
り
。

中
央
本
部
の
メ
ン
バ
ー
が
滞

在
し
て
い
た
２７
日
に
行
わ
れ

た
中
間
報
告
会
で
は
様
々
な

成
果
が
報
告
さ
れ
た
。

日
本
に
嫁
い
で
来
た
新
規

定
住
者
と
の
面
談
で
は
「
自

殺
ま
で
考
え
た
」
と
い
う
女

性
や
、
震
災
に
よ
る
仮
設
住

宅
暮
ら
し
で
苦
労
し
た
が
、

４
年
前
に
よ
う
や
く
自
宅
を

新
築
し
、
安
堵
を
語
る
女
性

も
い
た
。

仙
台
市
内
に
息
子
と
２
人

暮
し
の
済
州
道
出
身
の
ハ
ル

モ
ニ
（
８０
代
）
は
神
戸
か
ら

来
て
２２
年
。
周
囲
に
韓
国
人

が
い
な
く
て
寂
し
い
と
嘆
い

て
い
た
が
、
活
動
者
ら
が
韓

国
語
で
話
し
か
け
る
と
な
ご

む
よ
う
に
笑
顔
を
見
せ
た
。

保
育
所
に
勤
め
る
新
定
住

者
の
女
性
は
、
調
理
師
免
許

を
取
得
し
非
正
規
雇
用
で
働

い
て
い
る
が
、
来
年
の
「
会

計
年
度
任
用
職
員
」
制
導
入

で
ど
う
扱
い
が
変
わ
る
の
か

不
安
を
も
ら
し
た
。
民
団
が

調
査
す
る
こ
と
を
約
束
す
る

と
、
そ
の
場
で
団
費
を
納
め

て
く
れ
た
と
い
う
。

金
団
長
自
ら
、
本
部
か
ら

４
時
間
を
か
け
て
訪
問
し
た

気
仙
沼
の
同
胞
宅
５
件
で
は

全
世
帯
と
の
面
談
が
実
現
し

た
。
同
地
区
は
震
災
時
、
最

も
被
害
が
大
き
か
っ
た
地
帯

で
、
震
災
当
時
も
し
っ
か
り

安
否
確
認
と
救
援
物
資
を
配

布
し
た
。「
民
団
か
ら
来
た
」

と
言
う
と
、
ど
の
世
帯
も
温

か
く
迎
え
て
く
れ
た
。ま
た
、

団
員
経
営
の
韓
国
料
理
店
で

働
く
女
性
も
新
規
定
住
同
胞

で
、
民
団
加
入
を
快
く
受
け

て
く
れ
た
。
同
本
部
の
集
中

活
動
は
当
初
、
中
央
本
部
の

メ
ン
バ
ー
が
滞
在
の
２７
日
ま

で
を
予
定
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
も
継
続
し
、
今
月
中
旬

ま
で
実
施
す
る
計
画
だ
。

み
ん
だ
ん
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
（
金
昭
夫
所
長
）
は
２

日
、
都
内
で
２
０
１
９
年
全

体
会
議
を
開
催
し
、
今
年
度

の
活
動
を
総
括
し
、
次
年
度

に
向
け
て
地
方
セ
ン
タ
ー
実

務
人
と
相
談
員
と
の
意
思
統

一
を
図
っ
た
。
呂
健
二
団
長

や
金
所
長
、
各
地
方
本
部
の

担
当
者
、
専
門
相
談
員
、
韓

国
大
使
館
、
在
外
同
胞
財
団

の
関
係
者
な
ど
５０
人
余
り
が

参
席
し
た
。

金
所
長
は「
愛
知
、
大
阪
、

兵
庫
の
セ
ン
タ
ー
を
巡
回

し
、
現
場
と
の
意
見
交
換
で

認
識
を
共
に
で
き
た
」
と
ふ

り
返
り
「
法
律
の
知
識
が
な

い
弱
者
の
同
胞
た
ち
の
悩
み

を
解
決
し
、
平
穏
に
生
活
し

て
も
ら
え
る
活
動
を
続
け
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

初
代
所
長
を
務
め
た
呂
団

長
も
「
同
胞
の
生
活
を
守
る

の
が
民
団
で
あ
り
、
同
胞
の

拠
り
所
で
あ
る
べ
き
だ
。
そ

の
た
め
に
も
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
大
き
い
」
と
相
談
員
の

労
苦
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

全
体
報
告
で
は
今
年
の
相

談
数
は
１０
月
末
現
在
、
中
央

を
含
め
全
国
で
１
７
０
０
余

り
だ
っ
た
。
ま
た
、
１１
月
に

埼
玉
と
福
島
が
新
た
に
開
設

し
た
ほ
か
、
過
去
最
多
参
加

数
と
な
っ
た
本
国
セ
ミ
ナ
ー

で
は
同
時
通
訳
を
入
れ
た
こ

と
で
的
確
な
情
報
交
換
が
で

き
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
各
地
方
セ
ン
タ

ー
の
報
告
を
受
け
て
、
鄭
英

模
専
門
相
談
員
か
ら
相
続
に

関
す
る
事
例
を
紹
介
す
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。

相
談
セ
ン
タ
ー
全
体
会
議

高校韓国語教育者のネットが２０周年
韓国文化院などが支援の下、日本全国の高校

で韓国語を教える教員らの情報交換を図る団
体、「高等学校韓国朝鮮語教育ネットワーク」
が２０周年を迎え、全国学術大会が行われた。

（２面）

キムジャンで小さな民間交流
キムジャン（キムチ漬け）シーズン真っ盛り

の中、民団や婦人会など
が地域住民とキムジャン
講習を開き、身近な食文
化を通じた韓日民間交流
が行われた。

（３面）

右から金秀吉前東京本部団長、南官
杓駐日大使、景民杓元埼玉本部団長、
南照男元東京本部議長の子息（代理）

民
団
東
京
本
部
（
李
壽
源

団
長
）
の
２
０
１
９
在
日
同

胞
社
会
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
組
織
幹
部
研
修
会
）
が

１
日
、
神
奈
川
県
箱
根
町
で

開
か
れ
、
都
下
２１
支
部
と
婦

人
会
、
青
年
会
の
幹
部
ら
約

１
６
０
人
が
韓
日
関
係
、
在

日
同
胞
の
母
国
へ
の
貢
献
、

組
織
運
営
に
つ
い
て
学
ん

だ
。李

団
長
は
ま
ず
「
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
自
覚
を
再
認
識

し
、
常
に
学
ぶ
姿
勢
を
堅
持

し
、
日
ご
ろ
の
活
動
に
活
か

し
て
ほ
し
い
」
と
し
、
「
韓

日
関
係
が
最
悪
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
、

私
た
ち
が
両
国
の
懸
け
橋
と

の
使
命
感
を
持
ち
、
民
間
レ

ベ
ル
の
草
の
根
交
流
を
活
性

さ
せ
よ
う
」
と
述
べ
た
。

中
央
本
部
の
呂
健
二
団
長

も
「
韓
日
関
係
を
は
じ
め
厳

し
い
時
を
迎
え
て
い
る
が
、

次
世
代
育
成
と
韓
日
交
流
、

同
胞
と
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
の
先
頭
に
た
っ
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

第
１
講
義
は
大
東
文
化
大

学
の
永
野
慎
一
郎
名
誉
教
授

が
「
相
互
依
存
の
韓
日
関
係

と
在
日
同
胞
の
祖
国
へ
の
貢

献
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。「
経

済
的
に
は
韓
日
中
、
政
治
的

に
は
韓
日
米
の
提
携
が
必
須

で
、
韓
日
こ
そ
が
手
を
取
り

合
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

べ
き
」
と
述
べ
た
。

中
央
本
部
の
李
清
鍵
組
織

局
長
は
「
組
織
活
性
化
と
幹

部
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、

会
議
運
営
や
戸
別
訪
問
、
団

員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
組
織

活
動
の
基
本
と
監
察
機
関
の

役
割
に
つ
い
て
を
語
っ
た
。

あ
わ
せ
て
協
議
中
の
役
員
就

任
条
件
の
緩
和
な
ど
、
規
約

改
正
案
に
つ
い
て
も
説
明
し

た
。

２
０
１
９
年
度
、
国
家
有

功
同
胞
褒
賞
伝
授
式
が
１１
月

２８
日
、
東
京
・
港
区
の
韓
国

大
使
館
で
開
か
れ
、
国
民
勲

章
受
章
者
３
人
に
南
官
杓
大

使
か
ら
勲
章
と
賞
状
が
贈
ら

れ
た
。

「
牡
丹
章
」
を
受
章
し
た

金
秀
吉
氏
は
、
民
団
東
京
・

荒
川
支
部
の
青
年
会
長
を
皮

切
り
に
同
支
部
支
団
長
、
東

京
本
部
の
議
長
、
団
長
な
ど

の
要
職
を
半
世
紀
以
上
に
わ

た
っ
て
歴
任
。
と
く
に
、
東

京
本
部
団
長
時
代
は
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
根
絶
へ
都
内
各
区

議
会
に
「
国
に
対
す
る
対
策

法
制
定
」
を
求
め
る
意
見
書

採
択
の
要
望
活
動
を
精
力
的

に
展
開
し
た
。
景
民
杓
氏
は

「
冬
柏
章
」
を
受
章
。
支
部

職
員
か
ら
県
本
部
事
務
局

長
、
団
長
な
ど
、
半
世
紀
以

上
に
わ
た
り
次
世
代
育
成
事

業
や
韓
日
草
の
根
親
善
活
動

を
定
着
さ
せ
て
き
た
。

南
照
男
氏
は
「
石
榴
章
」

を
受
章
。
母
校
で
あ
る
東
京

韓
国
学
校
へ
の
貢
献
を
は
じ

め
、東
京
青
年
商
工
会
会
長
、

民
団
品
川
支
部
支
団
長
、
中

央
本
部
副
議
長
、
東
京
本
部

議
長
を
歴
任
し
、
同
胞
社
会

と
祖
国
発
展
に
貢
献
し
た
。

南
大
使
は
「
こ
の
勲
章
は

大
韓
民
国
と
国
民
た
ち
の
感

謝
の
気
持
ち
の
現
れ
だ
」
と

称
え
、
呂
健
二
民
団
中
央
団

長
は
「
こ
の
受
章
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
次

世
代
育
成
と
韓
日
親
善
に
尽

力
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
。

こ
れ
に
応
え
て
金
秀
吉
氏

は
「
青
春
時
代
か
ら
民
団
社

会
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
勲

章
は
、
こ
れ
か
ら
も
在
日
同

胞
と
韓
日
親
善
の
た
め
に
働

け
と
い
う
指
示
と
受
け
止
め

て
い
る
。
今
後
も
一
心
一
意

の
覚
悟
で
臨
ん
で
い
く
」
と

新
た
な
決
意
を
示
し
た
。

景
民
杓
氏
も
「
日
本
に
来

た
ば
か
り
だ
っ
た
２５
歳
の

頃
、
１
世
た
ち
の
愛
国
心
や

同
胞
に
対
す
る
愛
情
に
感
銘

し
支
部
の
職
員
か
ら
民
団
に

従
事
し
て
き
た
。
特
に
行
政

差
別
撤
廃
運
動
に
携
わ
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

北
韓
が
２８
日
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
を
強
行
し
た
こ

と
に
対
し
、
民
団
中
央
本
部

で
は
１１
月
２９
日
、
組
織
局
長

名
で
抗
議
の
談
話
文
を
発
表

し
た
。

談
話
文

北
韓
は
２８
日
午
後
、
再
び

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
強
行

し
た
。
朝
鮮
中
央
通
信
に
よ

る
と
北
韓
・
金
正
恩
が
発
射

実
験
に
立
ち
会
い
「
超
大
型

多
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
砲
の
発
射

実
験
に
成
功
し
た
」
と
表
明

し
た
と
い
う
。

韓
半
島
の
恒
久
的
な
平
和

体
制
構
築
を
謳
っ
た
「
板
門

店
宣
言
」
や
、
米
朝
合
意
に

反
す
る
暴
挙
に
対
し
て
、
私

た
ち
は
強
く
抗
議
す
る
。
非

核
化
を
約
束
し
た
米
朝
合
意

と
国
連
安
保
理
決
議
を
無
視

し
て
、
こ
の
間
、
度
重
な
る

発
射
実
験
を
行
い
、
国
際
社

会
を
欺
い
て
き
た
。

私
た
ち
は
北
韓
に
再
三
再

四
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
開
発

を
即
刻
中
止
す
る
こ
と
を
求

め
て
き
た
。
韓
半
島
お
よ
び

世
界
の
平
和
と
安
定
を
守
る

た
め
に
、
私
た
ち
は
断
じ
て

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
許

さ
ず
、
国
際
世
論
と
連
帯
し

な
が
ら
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発

の
中
止
を
強
く
求
め
て
い

く
。

２
０
１
９
年
１１
月
２９
日

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
中
央

本
部

組
織
局
長

李
清
鍵

箱根で開かれた東京本部の在日
同胞社会リーダーフォーラム

大使から

こ
の
日
授
与
さ
れ
た
大
使

館
管
内
の
受
章
・
表
彰
者
は

次
の
通
り
。

【
牡
丹
章
】
金
秀
吉
・
民
団

中
央
本
部
常
任
顧
問

【
冬
柏
章
】
景
民
杓
・
民
団

埼
玉
本
部
常
任
顧
問
。

【
石
榴
章
】
南
照
男
・
民
団

東
京
本
部
顧
問
。

【
外
交
部
長
官
表
彰
】
金
仁

源
・
韓
人
会
対
外
広
報
委
員

長
、
在
日
本
韓
国
人
貴
金
属

協
会
婦
人
会（
団
体
表
彰
）、

車
鍾
一
・
新
宿
韓
国
商
人
連

合
会
理
事
。

な
お
、
外
交
部
長
官
表
彰

の
金
宝
煕
・
婦
人
会
京
都
本

部
顧
問
、
朴
静
子
・
婦
人
会

大
阪
本
部
総
務
部
長
、
鄭
春

子
氏
・
婦
人
会
愛
知
中
村
支

部
常
任
顧
問
の
３
氏
は
１０
月

１０
日
の
婦
人
会
中
央
７０
周
年

記
念
式
典
で
授
与
さ
れ
た
。

震
災
後
の
状
況
把
握

新
定
住
者
と
の
面
談
も
多
数

金
秀
吉
前

東
京
団
長
ら

３
氏
に
国
民
勲
章
伝
授

北
韓
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

民
団
が
抗
議
談
話

全国１８番目

１６０
人
結
集

東
京
本
部
が
幹
部
研
修

相
談
数
、既
に
１
７
０
０
件

全
体
会
議
で
今
年
を
総
括
生活相談
センター

宮宮
城城
本本
部部
がが
集集
中中
戸戸
別別
訪訪
問問

生生
活活
相相
談談
セセ
ンン
タタ
�

福福
島島
でで
もも
発発
足足

学
び
実
践
す
る
民
団
へ

（毎週水曜日発行）週 刊２０１９年１２月４日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２９４５号（１）
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◆７人制ラグビー東京五輪出場へ

７人制ラグビー韓国代表が、２０２０

年東京五輪出場権を獲得した。五輪

出場は初となる。韓国代表は１１月２４

日、仁川で行われたアジア最終予選

決勝で、世界ランキングで日本に次

ぐアジア２位の香港と激戦を繰り広

げ、サドンデスにもつれる接戦の末、

１２―７で優勝に輝いた。劇的な決勝

トライを挙げたのは日本ラグビーの

トップリーグチーム「ＮＴＴコミュ

ニケ」でプレーする張容興だ。

◆免税店外国人客、ＴＨＡＡＤ以降最多

韓国免税店協会によると、今年１０

月の韓国国内免税店の外国人利用客

が１８０万人を超えた。１８０万人突破は、

高高度防衛ミサイル（ＴＨＡＡＤ）

韓国配備の報復措置で中国人観光客

が急減した２０１６年以降３年ぶり。１０

月の売上高は外国人利用客が増えた

ことで２兆１８７３億�と、前年同月比

３４．５％増加した。中国国慶節連休と

光棍節（１１月１１日の独身者の日）向

け贈り物のためと見られる。

◆釜山限定のワカメラーメン登場

釜山の、釜山によ

る、釜山のための「釜

山ラーメン」が誕生

した。釜山名産で有

名な「機張ワカメ」

を原料に濃厚な風味

のワカメスープをベ

ースにした「釜山ラーメン」がお目

見えした�写真。釜山地域の免税店

やホテル、土産店などで販売される。

釜山ラーメンは風味がよくヘルシー

で、品質も優れている。このほか、

釜山おでんをベースの「おでんうど

ん」も発売予定だ。

◆ソウル市外国人１１人に韓国名命名

ソウル市が１０月９日の「ハングル

の日」を記念し、外国人を対象に韓

国名命名を募集していたが、第１次

募集者（１０月分）、５２カ国２４８人のう

ち、１０カ国１１人に韓国名を付けた。

今回選ばれた１１人は、韓国人と結婚

した人や韓国人の子を養子に迎え入

れた人、韓流ファンなどさまざま。

２次募集も５４９人と殺到したことか

ら、最終応募期間を今月７日まで延

長した。

◆もっとも好きなスポーツ選手は？

韓国人が最も好きなスポーツ選手

のアンケートでサッカーの孫興民選

手が１位に選ばれた。２位はアジア

人で初めてメジャーリーグ防御率１

位となった柳賢振選手。３、４位に

は引退後も人気を誇るキム・ヨナと

朴智星が名前を連ねている。

◆「カワ」などの新メニューが人気

鶏の「特殊部

位」を使ったメ

ニューが人気を

集めている。特

に１０～２０代が主

なターゲットと

して浮上し、外

食業界では特殊

な部位のメニューを積極的に売り出

している�写真。砂肝唐揚げや鶏皮

揚げ、せせり肉（鶏首肉）焼きなど

のメニューに合わせ、テージコッテ

ギ（豚の皮）や明太の皮の天ぷらま

で登場。カモ皮のプルコギはいち早

くトレンド入りした。

◆江南で自律走行車の試運転

数多くの車が行き交い、世界でも

最も複雑な都市のひとつといわれる

ソウル江南の道路で、自律走行の試

運転が行われる。早ければ１２月から

自律走行車が江南の道路を走行し、

都心における自律走行技術の実用化

に向けた実証実験が実施される。ソ

ウル市は、このほど現代自動車とＭ

ＯＵ（了解覚書）を提携し、自律走

行技術の開発・実証への道路インフ

ラを構築する。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
誕

生
し
た
の
は
１
９
９
９
年
８

月
１９
日
。
東
京
で
開
か
れ
た

研
修
会
で
出
会
っ
た
韓
国
語

教
師
の
熱
い
出
会
い
か
ら
生

ま
れ
た
。

当
時
は
国
際
理
解
教
育
の

観
点
か
ら
授
業
で
韓
国
語
を

教
え
る
高
校
が
増
え
、
全
国

で
１
６
５
校
を
数
え
て
い
た

と
き
。
一
方
で
担
当
教
員
は

雇
用
と
身
分
が
不
安
定
な
非

常
勤
講
師
が
大
多
数
だ
っ

た
。
指
導
要
領
が
な
い
な
ど

課
題
が
山
積
す
る
な
か
、
担

当
者
の
孤
軍
奮
闘
が
続
い
て

い
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足
す

る
と
年
１
回
の
全
国
大
会
の

ほ
か
、
東
、
西
、
南
の
３
ブ

ロ
ッ
ク
で
授
業
実
践
交
流
と

情
報
交
換
を
始
め
た
。
こ
う

し
た
な
か
、
韓
国
語
の
教
員

免
許
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま

れ
、
独
自
の
教
科
書
・
教
材

開
発
に
も
携
わ
っ
て
き
た
。

来
年
１
月
に
は
高
校
で
の

学
習
状
況
を
反
映
し
た
検
定

模
擬
試
験
を
実
施
す
る
。
対

象
は
履
修
歴
１
年
未
満
の
初

級
学
習
者
で
、
す
で
に
全
国

３５
校
８
６
０
人
か
ら
申
請
を

受
け
て
い
る
。
ま
た
、
２０
年

度
か
ら
は
高
等
学
校
で
の
韓

国
語
教
育
実
情
調
査
に
も
本

格
的
に
取
り
組
む
。
調
査
結

果
は
日
本
韓
国
語
教
育
発
展

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

都
立
日
比
谷
高
校
な
ど
で

韓
国
語
を
教
え
て
い
る
武
井

一
さ
ん
は
０１
年
当
時
の
受
講

生
と
対
談
。
高
校
で
韓
国
語

を
学
ぶ
こ
と
の
意
味
に
つ
い

て
、
「
第
２
外
国
語
は
生
徒

の
関
心
を
広
げ
る
触
媒
」「
単

に
韓
国
語
を
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
学
習
を
通
じ
て
そ
の
人

の
人
格
形
成
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
ャ
リ
ア

形
成
も
そ
の
一
環
で
あ
る
」

と
結
論
付
け
た
。

翌
１
日
は
東
京
・
千
代
田

区
の
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

を
会
場
に
授
業
実
践
報
告
が

あ
っ
た
。

「
高
等
学
校
韓
国
朝
鮮
語
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
石
黒
み
の
り
会
長
、
略
称
Ｊ
Ａ

Ｋ
Ｅ
Ｈ
Ｓ
）
が
１１
月
３０
日
、
東
京
・
新
宿
の
駐
日
韓
国
文
化
院
で
創
立
２０
周
年
記
念
全

国
学
術
大
会
を
開
い
た
。
大
会
で
は
過
去
２０
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
。
ま
た
、
今

後
の
２０
年
を
見
据
え
た
新
た
な
目
標
も
確
認
し
た
。
大
会
に
は
韓
国
語
教
育
に
携
わ
る

中
等
教
育
の
教
員
な
ど
が
全
国
か
ら
参
加
し
た
。

「最優秀賞」の２人と金政弘団長（中）

【
愛
知
】
信
用
組
合
愛
知

商
銀
（
大
原
清
二
理
事
長
）

の
創
立
６５
周
年
記
念
式
典
が

１１
月
３０
日
、
名
古
屋
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
組
合
員

ら
関
係
者
３
０
０
人
が
祝
っ

た
。
朴
先
哲
駐
名
古
屋
総
領

事
は
じ
め
朴
茂
安
民
団
愛
知

本
部
団
長
、
殷
慶
基
民
団
三

重
本
部
団
長
、
李
玉
順
婦
人

会
愛
知
本
部
会
長
、
崔
美
代

婦
人
会
三
重
本
部
会
長
ら
も

参
席
し
た
。

大
原
理
事
長
は
「
新
本
店

の
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
６５
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
７０
年
そ
し

て
１
０
０
年
と
大
き
な
節
目

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
地
域
密

着
型
金
融
機
関
を
目
指
し
て

い
く
」
と
決
意
を
新
た
に
し

た
。

朴
総
領
事
は
「
中
部
地
域

し
い
て
は
全
国
を
リ
ー
ド
す

る
金
融
機
関
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と

期
待
を
込
め
た
。
朴
団
長
は

「
こ
れ
か
ら
も
商
銀
の
発
展

に
民
団
と
し
て
も
尽
力
し
て

い
く
」と
約
束
し
た
。
ま
た
、

殷
団
長
も
「
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
密
着
し
た
金
融
機
関
と

し
て
育
っ
て
く
れ
る
と
期
待

し
て
い
る
」
と
激
励
し
た
。

同
組
合
の
発
展
に
貢
献
し

た
功
労
者
７
人
と
功
労
団
体

と
し
て
駐
名
古
屋
総
領
事

館
、
民
団
愛
知
本
部
、
民
団

三
重
本
部
、
婦
人
会
愛
知
本

部
、
婦
人
会
三
重
本
部
の
５

団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

決意表明する大原理事長

小
・
中
学
生
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
層
を
対
象
と
し
た

韓
国
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
が
京

都
、
神
奈
川
、
静
岡
、
兵
庫

の
４
カ
所
で
開
催
さ
れ
た
。

主
催
者
自
ら
出
場

京
都
マ
ル
ハ
ギ
大
会

【
京
都
】
民
団
京
都
本
部

（
金
政
弘
団
長
）
な
ど
が
主

催
し
た
第
２０
回
「
韓
国
語
マ

ル
ハ
ギ
大
会
」
に
は
金
団
長

自
ら
出
場
し
、「
優
秀
賞
」（
第

２
位
）
に
選
ば
れ
た
。
テ
ー

マ
は「
父
か
ら
の
贈
り
物
」。

１１
月
１６
日
、
同
本
部
で
開
催

さ
れ
た
。

「
最
優
秀
賞
」
に
は
金
美

瑠
さ
ん（
京
都
国
際
中
学
校
）

と
有
瀬
恵
乃
さ
ん
（
京
都
国

際
高
等
学
校
）が
選
ば
れ
た
。

副
賞
と
し
て
韓
国
往
復
航
空

券
、
お
よ
び
同
等
の
賞
品
が

贈
ら
れ
た
。

レ
ベ
ル
毎
年
向
上

神
奈
川
ス
ピ
ー
チ
大
会

【
神
奈
川
】
神
奈
川
韓
国

綜
合
教
育
院（
李
相
曄
院
長
）

の
「
神
奈
川
韓
国
語
ス
ピ
ー

チ
大
会
」
は
小
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
「
弁
論
」
と
高

校
生
以
上
を
対
象
と
し
た

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
構
成
。
１１
月
１６
日
、
横
浜

市
神
奈
川
区
の
神
奈
川
韓
国

会
館
で
２０
人
が
発
表
し
た
。

テ
ー
マ
は
韓
国
語
を
好
き
に

な
っ
た
理
由
や
韓
国
ド
ラ
マ

の
魅
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

審
査
の
結
果
、
「
大
賞
」

に
は
「
韓
国
の
出
前
文
化
」

と
題
し
て
発
表
し
た
有
川
卓

人
さ
ん
（
東
海
大
学
生
）
が

選
ば
れ
た
。
李
院
長
は
「
発

表
者
の
韓
国
語
レ
ベ
ル
は
毎

年
高
く
な
っ
て
い
る
」
と
講

評
し
た
。
祝
賀
公
演
で
は
横

浜
国
立
大
学
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

が「
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
」、

横
浜
土
曜
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
チ
ャ
ン
ゴ
演
奏
を
披
露

し
た
。

「
暗
誦
」と「
自
由
」

静
岡
ス
ピ
ー
チ
大
会

【
静
岡
】
「
第
８
回
静
岡

韓
国
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
」（
駐

横
浜
総
領
事
館
・
民
団
静
岡

本
部
主
催
）
は
１１
月
２４
日
、

市
内
の
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｅ
リ
ア

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

七
間
町
で
開
か
れ
た
。
「
第

８
回
日
韓
友
好
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル
」
の
一
環
。

「
暗
誦
」
と
「
自
由
ス
ピ

ー
チ
」
の
両
部
門
で
合
わ
せ

て
１３
人
が
発
表
。
自
由
ス
ピ

ー
チ
部
門
で
「
大
賞
」
を
受

賞
し
た
金
遥
奈
さ
ん
は
「
２

０
１
９
在
日
同
胞
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
参
加
者
だ
っ
た
。

金
さ
ん
は
「
『
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
』
か
ら
帰
っ
て
き
て

韓
国
語
の
勉
強
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
、
韓
国
語
能
力

試
験
も
受
験
し
た
。
『
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
』
に
参
加
し
て

い
な
け
れ
ば
今
の
自
分
は
な

か
っ
た
と
思
う
」と
語
っ
た
。

「
暗
誦
」
部
門
で
は
出
場
者

中
唯
一
の
小
学
生
で
、
在
日

同
胞
の
池
田
恵
祈
さ
ん
が

「
表
現
賞
」
を
受
賞
し
た
。

第
２
部
「
日
韓
友
好
ス
テ

ー
ジ
」
で
は
６
組
が
Ｋ
・
Ｊ

ポ
ッ
プ
と
ダ
ン
ス
を
披
露
し

た
。高

校
生
を
対
象
に

神
戸
韓
国
教
育
院

【
兵
庫
】
神
戸
韓
国
教
育

院
（
宋
賢
美
院
長
）
主
催
の

「
第
１９
回
高
校
生
韓
国
語
ス

ピ
ー
チ
大
会
」は
１１
月
１６
日
、

神
戸
市
の
兵
庫
韓
国
文
化
教

育
院
で
開
催
さ
れ
た
。
県
内

か
ら
昨
年
（
１０
校
１５
人
）
を

上
回
る
１６
校
２２
人
の
弁
士
が

登
壇
し
た
。

大
賞
は「
韓
国
へ
の
思
い
」

と
題
し
て
発
表
し
た
山
本
莉

央
さ
ん
（
神
戸
市
立
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
高
等
学
校
２
年
）。

副
賞
と
し
て
ア
シ
ア
ナ
航
空

往
復
チ
ケ
ッ
ト
が
贈
ら
れ

た
。
金
賞
は
「
私
の
目
で
見

た
韓
国
」
を
発
表
し
た
藤
田

優
那
さ
ん
（
芦
屋
国
際
中
等

教
育
学
校
１
年
）
。
副
賞
は

ジ
ン
エ
ア
ー
航
空
往
復
チ
ケ

ッ
ト
だ
っ
た
。

団
員
家
族
連
れ
で

ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流

支
部
活
性
化
へ
民
団
三
重

【
三
重
】
民
団
三
重
本
部

（
殷
慶
基
団
長
）
は
１１
月
２３

日
、
鈴
鹿
市
内
の
鈴
鹿
グ
ラ

ン
ド
ボ
ウ
ル
で
第
８
回
支
部

活
性
化
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

を
開
催
し
た
�
写
真
。
今
回

は
四
日
市（
白
点
錫
支
団
長
）

と
鈴
鹿
（
金
鐘
文
支
団
長
）

の
両
支
部
が
主
管
。
桑
名
支

部
（
厳
弘
永
支
団
長
）
、
津

支
部
（
金
秀
雄
支
団
長
）
か

ら
も
団
員
が
家
族
連
れ
で
参

加
し
た
。
体
育
会
中
北
本
部

の
金
尚
弘
会
長
も
激
励
に
駆

け
付
け
た
。

白
支
団
長
は
「
皆
さ
ん
、

元
気
よ
く
ピ
ン
を
倒
そ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
殷
団
長
も
オ

リ
ニ
た
ち
に
向
け
て「
将
来
、

名
選
手
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

っ
て
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

終
了
後
も
オ
リ
ニ
た
ち
は

会
場
１
階
で
サ
ム
ル
ノ
リ
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
尹
栄
子
婦

人
会
桑
名
支
部
会
長
が
講
師

を
務
め
た
。

在日本韓国ＹＭＣＡでの授業実践交流（１日）

朝
鮮
通
信
使
は
、
東
海
寺
か
ら
歩

い
て
４０
分
ほ
ど
の
位
置
と
な
る
江
戸

府
内
の
入
口
「
高
輪
の
大
木
戸
」
を

通
り
、
江
戸
の
宿
館
・
本
誓
寺
（
ほ

ん
せ
い
じ
）
に
向
け
て
華
麗
な
行
列

を
披
露
し
て
い
る
。

こ
の
寺
は
、
幕
府
の
御
用
を
務
め

る
寺
で
あ
っ
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

は
、
大
江
戸
線
「
清
澄
白
河
」
駅
か

ら
徒
歩
約
２
分
と
記
さ
れ
て
い
た
。

私
は
地
下
鉄
の
改
札
口
か
ら
慣
れ

な
い
携
帯
の
地
理
ア
プ
リ
を
起
動
さ

せ
、
江
東
区
清
澄
の

本
誓
寺
を
入
力
し
て

か
ら
方
向
指
示
に
沿

い
な
が
ら
地
上
に
出

た
。
そ
し
て
現
在
位

置
を
確
か
め
た
。

た
っ
た
数
分
で
着

く
距
離
と
い
う
こ
と

で
、
携
帯
を
カ
バ
ン

に
戻
し
て
広
い
道
路

を
無
意
識
で
歩
い

た
。
と
こ
ろ
が
本
誓

寺
の
標
識
が
な
か
な

か
見
つ
か
ら
な
い
。

私
は
再
度
地
図
ア
プ

リ
を
立
ち
上
げ
到
着

時
間
を
見
る
と
、
あ

と
十
数
分
だ
っ
た
。

歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
そ
の
到
着
時
間
が

増
え
て
い
く
。

そ
の
と
き
は
ア
プ
リ
の
性
能
を
疑

っ
て
い
た
。
し
か
し
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
が
目
に
入
っ
た
と
き
、
自
分
が

目
的
地
と
反
対
方
向
を
歩
い
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
だ
。
も
し
私

が
朝
鮮
通
信
使
の
先
導
者
で
あ
れ

ば
、
そ
く
切
腹
と
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。

朝
鮮
通
信
使
の
馬
喰
町
の
本
誓
寺

で
の
宿
泊
は
通
算
７
回
、
天
和
２
年

（
１
６
８
２
年
）
ま
で
続
い
た
。
そ

の
境
内
の
広
さ
は
、
５
７
０
０
余
坪

だ
と
い
う
。
し
か
し
度
重
な
る
火
災

に
よ
っ
て
、
天
和
３
年
（
１
６
８
３

年
）
か
ら
深
川
大
工
町
（
現
在
の
清

澄
）
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に

伴
い
通
信
使
の
宿
館
先
は
、
浅
草
の

浄
土
東
本
願
寺
と
な
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
今
回
私
が
訪
れ
た
江
東

区
の
本
誓
寺
は
名
称
が
残
る
だ
け

で
、
朝
鮮
通
信
使
は
宿
泊
し
て
い
な

い
。
境
内
に
入
っ
た
が
、
こ
ぢ
ん
ま

り
し
て
い
た
。
私
は
向
か
い
の
江
戸

大
名
庭
園
の
造
園
手
法
を
残
す
広
々

と
し
た
「
清
澄
公
園
」
を
、
馬
喰
町

に
あ
っ
た
こ
ろ
の
本
誓
寺
に
見
立
て

た
。本

山
・
東
本
願
寺
の
記
録
に
よ
る

と
、
正
徳
元
年
（
１
７
１
１
年
）
３

月
か
ら
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
浅
草
の

本
願
寺
の
改
修
が
行
わ
れ
、
七
月
に

は
完
了
し
て
い
る
。
そ
の
費
用
は
本

誓
寺
修
復
の
約
１０
倍
だ
そ
う
だ
。
い

か
に
膨
大
な
施
設
に
改
装
さ
れ
た
か

を
物
語
っ
て
い
る
。
境
内
の
諸
施
設

に
収
め
き
れ
な
い
も
の
は
、
仮
置
き

場
を
建
て
て
下
官
を
収
容
。
ま
た
将

軍
へ
の
献
上
用
と
な
る
鷹
や
馬
な
ど

の
建
物
も
造
ら
れ
た
。

し
ば
ら
く
の
間
（
２
週
間
か
ら
と

き
に
は
１
カ
月
間
）
、
朝
鮮
通
信
使

は
江
戸
に
滞
在
し
て
将
軍
へ
の
「
国

書
伝
達
」
の
日
を
待
っ
た
。

〈３４〉

度
重
な
る
火
災
に
あ
っ
て
移
っ
て
き
た
本
誓
寺
（
江
東
区
）

通信使が宿館とした浅草東本願寺の内部（台東区）

江戸大名庭園の造園手法を残す清澄公園（江東区）

ＳＢＪ銀行調べ
（１２月３日現在）

１万円

１１１，８５８
ウォン

１０５，３４２
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１１０，２２９
ウォン

１０６，９７１
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

藤本巧（写真作家）

江戸で「国書伝達」の日を待つ

�
本

誓

寺

浅
草
本
願
寺

�

地
域
同
胞
と
共
に
６５
年

愛
知
商
銀
が
記
念
式
典
開
催

韓
国
語
学
習
の
成
果
競
う

全
国
４
カ
所
で
大
会

独自の検定模試を実施
韓国語教育実情調査も

２０２０年度計画策定

高
校
韓
国
語
教
育
ネ
�
ト
ワ
�
ク

創
立
２０
周
年
大
会
開
く

（２）２０１９年１２月４日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９４５号
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〒315-0116茨城県石岡市柿岡字寺田1604-1
青丘学院つくば学校法人 青丘 https://www.cheonggu.ed.jp

info@cheonggu.ed.jp

寮完備‼寮完備‼

《合格実績》
国立筑波大学(医学群・医学類)、北里大学(医学部・医学科)、東京薬科大学(薬学部)
東京理科大学 ( 理工学部 )、立教大学 ( 理学部 )、立命館大学 ( 理工学部 )
獨協医科大学 ( 看護学部 )、杏林大学 ( 保健学部 )、帝京大学(文学部 )
慶北大学 (韓国 )、同徳女子大学 (韓国 )、淑明女子大学 (韓国 )

12 月 14 日 ( 土 )15 時～

検索青丘学院つくば詳細は本校ホームページ
URL
E-mail でもお問合せ受付中

高 等 学 校
TEL : 0299-56-3266    FAX : 0299-56-3277

中高併設校で夢実現 !

↑中 学 校

ーその他多数合格ー

場所：東京都新宿区新宿 5-1-2 

東京メトロ副都心「新宿 3丁目」駅
C7番出口から徒歩 1分
JR「新宿」駅から徒歩 5分

SOBLD A 会議室
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【
長
野
】
民
団
長
野
本
部

（
金
龍
洙
団
長
）
は
１１
月
１１

日
、
同
本
部
で
「
通
訳
業
務

の
専
門
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
た
。
「
韓
国
人
旅
行
者
支

援
セ
ン
タ
ー
」
で
通
訳
や
翻

訳
業
務
に
携
わ
る
民
団
職
員

の
資
質
を
高
め
よ
う
と
い
う

同
本
部
と
し
て
は
初
の
試

み
。
外
部
か
ら
の
受
講
希
望

者
も
見
ら
れ
た
。

講
師
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

会
議
通
訳
者
と
し
て
国
際
会

議
な
ど
で
活
躍
中
の
李
陽
民

さ
ん
。
「
通
訳
者
に
必
要
な

こ
と
～
真
の
架
橋
を
目
指
し

て
」
と
題
し
て
約
９０
分
間
に

わ
た
っ
て
講
演
し
た
。

あ
る
職
員
は
「
通
訳
者
と

し
て
の
基
本
姿
勢
を
皆
で
共

有
で
き
、
そ
の
仕
事
の
重
さ

を
感
じ
た
」
と
感
想
を
語
っ

た
。外

部
か
ら
の
参
加
者
は

「
民
団
が
韓
国
人
旅
行
者
支

援
業
務
に
も
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
い
た
。
一
人
で
何

役
も
こ
な
し
て
い
る
ん
で
す

ね
」
と
感
心
し
て
い
た
。

「婦人会滋賀本部感謝牌」を贈る李美姫会長（右）

日
増
し
に
冬
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
っ
た
。
韓
国
で
は
い
ま
が
キ
ム
ジ
ャ
ン
の

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
。
在
日
同
胞
社
会
で
も
キ
ム
ジ
ャ
ン
文
化
を
利
用
し
た
近
隣
住
民
と

の
韓
日
食
文
化
交
流
が
盛
ん
だ
。
栃
木
の
「
民
団
フ
ェ
ア
」
で
は
カ
ク
テ
キ
講
習
会
が

人
気
を
集
め
た
。
日
韓
協
と
共
催
の
岩
手
は
今
年
で
６
回
目
。
茨
城
で
も
公
立
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
請
に
応
え
、
婦
人
会
が
出
張
講
習
を
引
き
受
け
た
。

地
域
住
民
対
象
に

民
団
栃
木
会
館
で

【
栃
木
】
民
団
栃
木
本
部

（
崔
龍
治
団
長
）
は
１１
月
２６

日
、同
会
館
と
敷
地
内
で「
栃

木
民
団
フ
ェ
ア
・
韓
日
親
善

交
流
会
」
を
開
催
し
、
身
近

な
食
文
化
を
通
じ
て
近
隣
の

地
域
住
民
と
ふ
れ
あ
う
ひ
と

時
を
も
っ
た
。

敷
地
内
で
は
訪
れ
た
人
に

韓
国
の
餅
や
焼
き
た
て
の
チ

ヂ
ミ
を
ふ
る
ま
っ
た
。
主
催

者
の
予
想
を
上
回
る
１
１
２

人
が
来
場
し
、
用
意
し
た
食

材
は
早
々
に
底
を
つ
い
た
。

特
設
の
韓
服
試
着
コ
ー
ナ
ー

で
は
写
真
撮
影
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
、
モ
デ
ル
気
分
に
ひ

た
っ
て
い
た
。

会
館
内
で
は
婦
人
会
栃
木

本
部
（
李
美
寿
会
長
）
の
崔

二
順
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

カ
ク
テ
キ
（
大
根
キ
ム
チ
）

づ
く
り
の
講
習
を
行
っ
た
。

李
会
長
は
「
民
間
レ
ベ
ル
で

こ
の
よ
う
に
小
さ
な
交
流
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
強
調
し
た
。

民
団
岩
手
本
部

県
日
韓
協
と
共
催

【
岩
手
】
民
団
岩
手
本
部

（
申
百
�
団
長
）
は
１１
月
２３

日
、
盛
岡
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
で

「
第
６
回
日
韓
親
善
韓
国
料

理
講
習
会
」
を
開
催
し
た
。

県
日
韓
親
善
協
会
と
の
共
同

主
催
。

事
前
に
申
し
込
ん
で
い
た

４１
人
が
参
加
。
申
忍
・
同
本

部
生
活
部
長
の
指
導
の
も

と
、
塩
漬
け
し
た
白
菜
に
ヤ

ン
ニ
ョ
ム
（
薬
味
）
を
ぬ
り

こ
み「
キ
ム
ジ
ャ
ン
キ
ム
チ
」

を
つ
く
っ
た
。
こ
の
後
、
キ

ム
パ
に
も
挑
戦
し
た
。
県
北

の
久
慈
市
か
ら
２
時
間
半
か

け
て
参
加
し
た
李
留
美
子
さ

ん
は
「
来
て
よ
か
っ
た
」
と

感
想
を
語
っ
た
。
申
団
長
は

「
私
ど
も
は
日
本
に
住
む
一

人
と
し
て
地
域
の
皆
様
と
友

好
関
係
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

崔二順さんによるカクテキづくり講習に人だかり（民団栃木）

【
滋
賀
】
婦
人
会
滋
賀
本

部
（
李
美
姫
会
長
）
の
創
立

７０
周
年
記
念
式
典
が
１１
月
２９

日
、
大
津
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
来
賓
の
三
日

月
大
造
県
知
事
を
は
じ
め
婦

人
会
関
係
者
ら
２
３
０
人
が

参
加
し
た
。

李
会
長
は
「
７０
周
年
の
開

催
に
役
員
一
同
、
感
無
量
。

韓
日
関
係
が
よ
く
な
い
が
、

そ
う
い
う
時
こ
そ
民
団
と
協

力
し
な
が
ら
、
韓
日
親
善
交

流
に
尽
力
し
て
い
こ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

婦
人
会
中
央
本
部
の
朴
善

岳
会
長
は
「
婦
人
会
を
い
つ

ま
で
も
花
の
よ
う
に
美
し
く

育
て
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

民
団
滋
賀
本
部
の
金
東
凡

団
長
は
「
滋
賀
県
同
胞
社
会

に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
婦

人
会
が
よ
り
一
層
同
胞
社
会

発
展
に
努
力
し
て
く
れ
る
と

信
じ
る
。
今
後
１
０
０
周
年

を
全
員
で
が
ん
ば
ろ
う
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
呉
総
領

事
も
「
同
胞
社
会
の
大
黒
柱

で
あ
る
オ
モ
ニ
の
役
割
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
る
。
オ
モ

ニ
た
ち
の
努
力
と
智
恵
を
信

じ
て
い
る
」
と
激
励
し
た
。

席
上
、
婦
人
会
中
央
本
部

会
長
賞
が
趙
正
順
氏
（
滋
賀

本
部
副
会
長
）
に
。
婦
人
会

滋
賀
本
部
感
謝
牌
が
金
玉
順

（
湖
西
支
部
顧
問
）
、
張
玉

順
（
滋
賀
本
部
監
査
）
、
星

山
美
代
子
（
膳
所
支
部
常
任

顧
問
）
、
李
敏
子
（
滋
賀
本

部
常
任
顧
問
）
、
藤
井
瑠
芽

子
（
甲
賀
支
部
常
任
顧
問
）

の
５
氏
に
贈
ら
れ
た
。

記
念
講
演
と
し
て
滋
賀
県

立
大
学
の
河
か
お
る
准
教
授

が
「
日
本
の
平
和
と
朝
鮮
半

島
」
と
題
し
て
講
演
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
は
婦
人
会
滋
賀

本
部
の
李
敏
子
常
任
顧
問
が

日
舞
「
四
季
の
舞
」
を
披
露

し
た
。

茨
城
町
立
明
光
中
学

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
要
請

【
茨
城
】
婦
人
会
茨
城
本

部
（
張
光
子
会
長
）
は
１１
月

１８
日
、
茨
城
町
立
明
光
中
学

校
で
「
韓
国
料
理
教
室
」
を

開
い
た
。
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
上

田
真
澄
会
長
）
の
要
請
に
応

え
た
。
昨
年
に
続
い
て
２
回

目
。
男
性
を
含
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
１４
人
に
同
校
の
教
職
員

も
加
わ
り
、
合
わ
せ
て
１５
人

の
参
加
と
な
っ
た
。

企
画
は
今
春
の
同
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
教
養
委
員
会
第
１
回
会
議

で
決
ま
っ
た
。
上
田
会
長
に

よ
れ
ば
、
昨
年
の
韓
国
料
理

教
室
の
参
加
者
か
ら
「
今
年

も
」
と
望
む
声
が
あ
っ
た
と

い
う
。
自
ら
漬
け
て
み
た
ら

市
販
の
キ
ム
チ
と
味
が
違
う

こ
と
、
食
材
が
近
隣
の
業
務

用
ス
ー
パ
ー
で
比
較
的
簡
単

に
手
に
入
る
こ
と
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
心
を
か
き
た
て
た
よ
う

だ
。韓

国
食
堂
を
経
営
す
る
白

再
粉
さ
ん
が
白
菜
キ
ム
チ
と

チ
ヂ
ミ
を
指
導
。
張
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
婦
人
会
関
係

者
４
人
と
民
団
茨
城
本
部
の

文
京
順
事
務
局
長
が
補
助
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん

な
簡
単
に
で
き
る
な
ん
て
」

「
自
信
が
持
て
た
」
と
い
い

う
声
が
聞
か
れ
た
。

調
理
が
終
わ
る
と
、
張
会

長
が
自
宅
か
ら
持
参
し
た
け

ん
ち
ん
汁
を
囲
み
、
和
や
か

な
食
事
会
を
繰
り
広
げ
た
。各テーブルで婦人会茨城の役員が指導（明光中学）

【
奈
良
】
婦
人
会
奈
良
本

部
（
李
明
美
会
長
）
の
創
立

７０
周
年
記
念
式
典
は
１
日
、

奈
良
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
た
。
近
隣
の
婦
人
会
県
本

部
役
員
と
各
支
部
会
員
ら
１

０
０
人
が
祝
っ
た
。

李
会
長
は
「
民
団
、
婦
人

会
が
未
来
に
向
か
っ
て
輝
い

て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い

く
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。
婦

人
会
中
央
本
部
の
朴
善
岳
会

長
は
「
８０
周
年
、
９０
周
年
、

１
０
０
周
年
と
な
る
よ
う
民

団
と
と
も
に
力
を
あ
わ
せ
て

輝
か
し
い
婦
人
会
に
し
よ

う
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

民
団
奈
良
本
部
の
李
勲
団

長
も
「
結
成
以
来
、
会
員
間

の
親
睦
、
同
胞
社
会
の
交
流

と
啓
蒙
、
文
化
向
上
、
そ
し

て
民
団
の
組
織
活
動
の
発
展

に
も
貢
献
し
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
す
る
」
と
述
べ
た
。

「
民
団
奈
良
本
部
団
長
賞
」

が
常
任
顧
問
や
顧
問
ら
８
人

に
。
「
婦
人
会
奈
良
本
部
会

長
賞
」
が
支
部
会
長
４
人
に

贈
ら
れ
た
。

李
勲
民
団
奈
良
本
部
団
長（
中
）と
婦
人
会
役
員

【
福
岡
】
民
団
福
岡
本
部

（
李
相
鎬
団
長
）
は
１１
月
９

日
、
「
韓
国
人
徴
用
犠
牲
者

慰
霊
碑
」
の
建
つ
田
川
市
石

炭
記
念
公
園
と
そ
の
周
辺
で

「
平
和
と
多
文
化
共
生
を
願

う
マ
ダ
ン
」
を
開
催
し
た
。

日
本
人
の
来
賓
も
含
め
１
５

０
人
が
参
加
し
た
。

同
公
園
は
か
つ
て
筑
豊
炭

鉱
随
一
の
規
模
を
誇
っ
た
三

井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
の
跡

地
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
こ
は

「
炭
鉱
節
」
発
祥
の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
「
韓
国
人

徴
用
犠
牲
者
慰
霊
碑
」は「
日

韓
併
合
」
の
美
名
の
も
と
に

徴
用
さ
れ
、
過
酷
な
強
制
労

働
を
強
い
ら
れ
た
事
実
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
民
団
田

川
支
部
が
力
を
合
わ
せ
て
８８

年
に
建
立
し
た
。

こ
の
日
の
マ
ダ
ン
に
は
当

時
、
公
園
用
地
の
無
償
提
供

を
市
に
働
き
か
け
た
浦
田
憲

一
元
福
岡
県
議
・
元
田
川
市

議
が
来
賓
と
し
て
参
席
し
、

建
立
実
現
に
至
っ
た
経
緯
を

説
明
し
た
。
こ
の
後
、
公
園

内
の
田
川
石
炭
歴
史
博
物
館

に
移
っ
て
森
山
沾
一
館
長
か

ら
こ
れ
か
ら
の
韓
日
関
係
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
聞

き
、
館
内
を
見
学
し
た
。

李
団
長
は
「
県
内
に
は
い

ま
も
母
国
に
帰
れ
な
い
同
胞

の
遺
骨
が
各
地
に
眠
っ
て
い

る
。
民
団
と
し
て
も
心
あ
る

日
本
の
友
人
た
ち
と
共
に
慰

霊
事
業
を
続
け
、
遺
骨
返
還

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

青
年
会
中
央
本
部
（
鄭
昇
栄
会
長
）

は
１
日
１
語
、
１
年
で
３
６
５
語
の
韓

国
語
を
覚
え
ら
れ
る「
ハ
ン
グ
ル
月
暦
」

２
０
２
０
年
版
を
こ
の
ほ
ど
制
作
し

た
。
タ
ン
ザ
ッ
ク
綴
じ
�
写
真
�
と
卓

上
タ
イ
プ
の
２
タ
イ
プ
。

２０
年
版
は
韓
国
の
有
名
都
市
を
イ
ラ

ス
ト
化
し
た「
シ
テ
ィ
ー
タ
イ
プ
型
」。

各
タ
イ
プ
と
も
「
初
級
」
は
カ
タ
カ
ナ

発
音
を
併
記
。
「
中
級
」
は
ハ
ン
グ
ル

表
記
の
み
。

民
族
文
化
振
興
と
地
域
に
密
着
し
た

韓
日
友
好
・
共
生
社
会
の
促
進
を
図
ろ

う
と
制
作
に
着
手
し
て
か
ら
今
年
で
１６

年
目
。
各
１
部
１
５
０
０
円
。

売
り
上
げ
か
ら
国
際
理
解
教
育
重
点

校
を
中
心
に
全
国
の
小
・
中
学
校
に
寄

贈
し
て
い
る
。

申
し
込
み
は
同
本
部
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３

・
３
４
５
３
・
０
８
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３

・
３
４
５
３
・
２
３
２
６
、
メ
ー
ルinf

o
@

seinenkai.org

）
。
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
Ｓ
か
ら
も
購
入
可
能
（https

:
//

hangulcalendar.stores.jp/

）

【
大
阪
】
「
同
胞
和
合
・

感
謝
の
集
い
」
（
民
団
大
阪

本
部
・
駐
大
阪
総
領
事
館
共

催
）
が
１１
月
２６
日
、
大
阪
市

内
の
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
民

団
、
婦
人
会
関
係
者
ら
１
０

０
人
が
参
加
。
民
団
と
総
領

事
館
が
在
日
同
胞
社
会
の
発

展
に
協
力
し
あ
う
こ
と
を
確

認
し
あ
っ
た
。

呉
泰
奎
総
領
事
は
「
在
日

同
胞
は
韓
国
と
日
本
の
双
方

を
理
解
し
て
い
る
大
事
な
存

在
。
政
府
を
代
表
す
る
一
人

と
し
て
同
胞
と
政
府
が
う
ま

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
わ
が
政
府
の
立
場
と

真
心
を
日
本
社
会
に
理
解
さ

せ
る
役
割
を
活
発
に
行
っ
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
呉
龍
浩
団

長
は「
昨
年
の
団
長
就
任
時
、

『
人
権
を
柱
に
文
化
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
』を
公
約
に
掲
げ
、

総
領
事
館
と
共
催
の
も
と
フ

ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
な
ど
、

多
文
化
共
生
を
発
信
で
き

た
。
来
年
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

年
と
位
置
付
け
、
保
育
事
業

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
公
衆

ト
イ
レ
設
置
に
も
力
を
入

れ
、
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
が
韓
日

親
善
交
流
の
象
徴
の
場
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と

期
待
を
込
め
た
。

「
同
胞
韓
マ
ダ
ン
」

韓
日
太
鼓
の
競
演

民
団
高
知
本
部
主
催

【
高
知
】
民
団
高
知
本
部

（
鄭
慶
文
団
長
）
は
１
日
、

高
知
市
内
で
「
日
韓
打
楽
器

演
奏
会
」
を
開
催
し
た
。
こ

れ
は
「
２
０
１
９
高
知
県
地

域
同
胞
韓
マ
ダ
ン
」の
一
環
。

地
元
の
明
徳
義
塾
高
校
和
太

鼓
部
が
和
太
鼓
、
「
サ
ム
ル

ノ
リ
・
グ
ル
ロ
ン
セ
」
が
サ

ム
ル
ノ
リ
を
演
奏
し
た
。

観
衆
か
ら
は
「
和
太
鼓
も

サ
ム
ル
ノ
リ
も
迫
力
が
あ
っ

て
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
好

評
だ
っ
た
。

サ
ム
ル
ノ
リ
熱
気

フ
ェ
ス
タ
２
千
人

民
団
沖
縄
本
部
主
催

【
沖
縄
】
民
団
沖
縄
本
部

（
金
仁
洙
団
長
）
は
１１
月
１７

日
、
那
覇
市
の
国
際
通
り
に

面
し
た
牧
志
公
園
で
「
コ
リ

ア
ン
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
を

開
催
し
た
。
５
回
目
の
今
年

は
約
２
０
０
０
人
で
に
ぎ
わ

っ
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大

会
で
は
韓
国
と
沖
縄
の
歌
や

踊
り
、
楽
器
が
次
々
に
演
奏

さ
れ
た
。
メ
ー
ン
の
サ
ム
ル

ノ
リ
公
演
が
始
ま
る
と
、
参

加
者
も
自
ら
熱
気
の
渦
に
入

っ
て
い
っ
た
。
韓
国
料
理
の

ブ
ー
ス
に
は
人
だ
か
り
が
で

き
、用
意
し
た
ト
ッ
ポ
ッ
キ
、

チ
ヂ
ミ
、
キ
ム
パ
が
売
り
切

れ
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
楽
し

ん
で
い
た
倉
岡
あ
ゆ
み
さ
ん

（
那
覇
市
）
は
「
沖
縄
と
韓
国

は
歴
史
的
に
も
仲
良
く
し
て

き
た
し
、
い
ま
で
も
周
り
の

韓
国
の
方
や
沖
縄
の
人
は
仲

良
く
し
て
い
ま
す
。
た
ま
に

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
韓
国
の
こ

と
を
誤
解
す
る
友
だ
ち
が
い

ま
す
が
、
私
は
韓
国
の
こ
と

を
説
明
し
て
誤
解
を
解
い
て

あ
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
た
。

明徳義塾高校和太鼓部による演奏披露

会場を熱気で包んだメーンのサムルノリ公演

「
韓
国
人
徴
用
犠
牲
者
慰

霊
碑
」（
奥
）
を
前
に

韓
国
で
歴
史
探
訪

民
団
新
潟
と
県
日
韓
協

【
新
潟
】
民
団
新
潟
本
部

（
鄭
和
仁
団
長
）
は
１１
月
１２

日
ま
で
４
日
間
の
日
程
で
ソ

ウ
ル
市
と
江
陵
市
の
鏡
浦

台
、
鳥
竹
軒
な
ど
を
訪
ね
る

「
韓
日
友
好
文
化
・
歴
史
探

訪
」
を
実
施
し
た
。
新
潟
県

県
日
韓
親
善
協
会
（
片
桐
奈

保
美
会
長
）
と
の
共
催
。

滞
在
中
、
趙
健
熙
前
駐
新

潟
総
領
事
と
の
交
流
会
を
開

催
し
、
最
終
日
に
は
新
潟
県

ソ
ウ
ル
事
務
所
（
阿
部
哲
也

所
長
）
を
訪
問
し
た
。

組
織
運
営
テ
ー
マ

民
団
広
島
幹
部
研
修

【
広
島
】
民
団
広
島
本
部

（
李
英
俊
団
長
）
の
幹
部
研

修
会
が
１１
月
１３
日
、
広
島
韓

国
会
館
で
あ
っ
た
。

１
部
で
李
清
鍵
中
央
本
部

組
織
局
長
が
「
民
団
組
織
運

営
の
基
本
」に
つ
い
て
講
義
。

参
加
者
か
ら
質
問
が
相
次
い

だ
。
２
部
で
は
昨
年
の
豪
雨

被
害
を
教
訓
に
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
説
明
を
行
い
、
参
加

者
の
防
災
意
識
を
高
め
た
。

同
時
に
、
団
員
を
結
ぶ
緊
急

連
絡
網
の
必
要
性
を
強
調

し
、
各
支
部
に
作
成
を
要
請

し
た
。
最
後
に
来
年
の
国
会

議
員
選
挙
と
在
外
国
民
投

票
、
本
国
研
修
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。

研
修
会
終
了
後
、
広
島
市

内
の
ホ
テ
ル
に
移
り
、
朝
鮮

通
信
使
世
界
記
憶
遺
産
登
録

に
尽
力
し
た
公
益
財
団
法
人

蘭
島
文
化
振
興
財
団
の
渡
辺

理
一
郎
前
理
事
長
に
李
団
長

が
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

韓
国
文
化
院
と

「
資
料
館
」訪
問

民
団
南
武
支
部
研
修

【
神
奈
川
】
民
団
神
奈
川

・
南
武
支
部
（
金
竜
也
支
団

長
）
は
１１
月
２１
日
、
東
京
・

新
宿
の
駐
日
韓
国
文
化
院
と

港
区
の
韓
国
中
央
会
館
を
研

修
で
訪
れ
、
韓
国
の
歴
史
、

文
化
、
芸
術
に
触
れ
、
在
日

と
し
て
の
ル
ー
ツ
を
確
認
し

た
。
金
団
長
が
「
韓
国
の
歴

史
や
チ
ェ
サ
（
祭
事
）
、
そ

し
て
在
日
の
歴
史
を
知
り
た

い
」
と
い
う
団
員
の
要
望
に

応
え
て
企
画
。
２４
人
が
参
加

し
た
。

午
前
中
は
文
化
院
で
館
内

の
両
班
家
屋
と
韓
国
庭
園
を

見
学
し
、
講
師
か
ら
韓
国
の

伝
統
的
な
衣
食
住
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。
午
後
か
ら

は
韓
国
中
央
会
館
前
に
建
つ

忠
魂
碑
に
参
拝
し
、
在
日
韓

人
歴
史
資
料
館
を
見
学
し

た
。
昼
に
は
新
大
久
保
「
コ

リ
ア
ン
タ
ウ
ン
」
に
も
立
ち

寄
っ
た
。参
加
者
か
ら
は「
勉

強
に
な
り
、
楽
し
か
っ
た
」

と
次
回
の
研
修
を
待
ち
望
む

声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

在日韓人歴史資料館を訪れた参加者

在日社会発展へ
総領事館と連携
民団大阪「感謝の集い」

民団福岡

炭
鉱
跡
地
で
同
胞
慰
霊

�
平
和
、多
文
化
共
生
マ
ダ
ン
�

韓韓国国のの有有名名都都市市ををイイララスストト化化

婦
人
会
奈
良
も
７０
周
年

婦人会滋賀

韓
日
親
善
交
流
へ
決
意

創
立
７０
周
年

式
典
に
県
知
事
も

通
訳
業
務
の
質
向
上
へ

民
団
長
野
本
部
初
の
セ
ミ
ナ
�

「
韓
国
人
旅
行
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

受
け
継
い
だ
在
日
の
味
伝
え
る

キキムムジジャャンン

民団、婦人会 小小ささなな民民間間交交流流

�
ハ
ン
グ
ル
月
暦
�２０２０
年
版

青
年
会
中
央
が
制
作

第２９４５号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１９年１２月４日（水曜日）（３）
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コンサート

展 覧 会

講演者の鄭炳奎さん（右）と
千尚鉉さん（左）。中央は通訳

今
年
、
韓
国
映
画
「
金
子
文

子
と
朴
烈
」
が
公
開
さ
れ
た
。

大
正
時
代
に
関
東
大
震
災
後
の

混
乱
の
中
で
検
束
さ
れ
、
大
逆

罪
で
死
刑
判
決
を
受
け
た
二
人

の
出
会
い
と
裁
判
で
の
闘
い
を

描
く
。
検
束
当
時
、
彼
ら
は
２１

歳
と
２０
歳
。死
刑
判
決
の
直
後
、

恩
赦
に
よ
り
無
期
懲
役
と
な
っ

た
。
朴
烈
は
検
束
か
ら
２３
年
間

自
由
を
奪
わ
れ
、
出
所
し
て
か

ら
は
民
団
の
初
代
団
長
を
つ
と

め
た
後
、
帰
国
。
彼
の
妻
、
文

子
は
恩
赦
の
４
カ
月
後
に
獄
中

で
自
死
し
た
。

文
子
は
取
り
調
べ
で
、
家
庭

環
境
と
そ
れ
に
よ
る
社
会
の
圧

迫
か
ら
虚
無
主
義
の
思
想
を
持

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
父

と
、
そ
れ
か
ら
弟
、
妹
、
そ
し

て
母
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、

親
類
の
養
女
に
な
る
と
聞
い
て

渡
っ
た
朝
鮮
の
家
で
は
筆
舌
に

尽
く
せ
ぬ
苦
難
を
味
わ
う
。
９

歳
ま
で
無
戸
籍
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
頭
が
良
く
て
勉
強
が
好

き
な
少
女
は
、
ま
と
も
に
学
校

へ
通
え
な
か
っ
た
。

貧
し
さ
だ
け
で
な
く
、
親
か

ら
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
思
い
と

無
籍
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
人

生
の
寄
る
辺
な
さ
を
文
子
に
刻

み
つ
け
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、

私
は
私
自
身
を
生
き
る
と
い
う

信
念
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
魂
の
同
志
で
あ
る
朴

烈
と
出
会
っ
た
。
私
自
身
を
生

き
な
け
れ
ば
生
の
意
味
は
無
い

と
言
う
文
子
は
、
朴
烈
と
と
も

に
生
き
、
朴
烈
と
と
も
に
死
ぬ

こ
と
を
望
ん
だ
。

映
画
の
公
開
と
前
後
し
て
、

彼
ら
を
詠
ん
だ
歌
人
の
作
品
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。

さ
わ
や
か
な
風
吹
く
午
後
を

駆
け
て
ゆ
く
朴
烈
な
に
も
し

て
い
な
い
よ
う

福
島
泰
樹

三
十
年
追
い
続
け
た
る
金
子

文
子
我
が
人
生
の
目
標
の
ひ

と

道
浦
母
都
子

文
子
は
獄
中
で
原
稿
用
紙
７

０
０
枚
に
及
ぶ
手
記
を
書
い

た
。
生
い
立
ち
か
ら
１９
歳
で
の

朴
烈
と
の
出
会
い
ま
で
を
記
し

た
も
の
だ
。
学
校
に
充
分
通
え

ず
２０
歳
そ
こ
そ
こ
で
綴
っ
た
と

は
思
え
な
い
文
章
で
才
能
は
疑

い
よ
う
が
な
い
。
同
じ
頃
、
不

逞
社
の
同
志
だ
っ
た
仲
間
に
手

紙
で
石
川
啄
木
の
歌
集
の
差
し

入
れ
を
頼
ん
で
い
る
。
「
少
し

歌
作
の
稽
古
で
も
し
よ
う
か
し

ら
？
」「
あ
の
人
の
が
好
き
だ
。

真
似
る
な
ら
、
あ
の
人
の
を
真

似
た
い
」（『
余
白
の
春
』
瀬
戸

内
寂
聴
）
と
。
夜
も
昼
も
な
く

手
記
を
書
き
続
け
な
が
ら
、
さ

ら
に
う
た
を
求
め
た
の
は
な
ぜ

な
の
か
。
そ
れ
は
、
う
た
と
は

何
か
と
い
う
問
い
に
通
じ
る
。

窓
硝
子
外
し
て
写
す
帯
の
さ

ま
若
き
女
囚
の
出
廷
の
朝

ふ
ら
ふ
ら
と
床
を
脱
け
出
し

金
網
に
頬
押
し
つ
く
れ
ば
涙

こ
ぼ
る
る

手
記
か
ら
は
推
し
量
れ
な
い

獄
中
で
の
心
情
を
感
じ
る
。

文
子
の
墓
は
韓
国
に
あ
る
。

生
前
本
人
が
望
ん
だ
と
お
り
に

朴
烈
の
家
の
墓
所
に
埋
葬
さ
れ

た
。
現
在
は
聞
慶
市
の
朴
烈
義

士
記
念
館
の
敷
地
に
移
葬
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
横
に

朴
烈
の
墓
は
無
い
。
山
梨
市
牧

丘
町
に
は
文
子
の
実
母
の
生
家

が
あ
り
、
そ
の
敷
地
内
に
は
文

子
の
歌
碑
が
建
っ
て
い
る
。

逢
い
た
る
は
た
ま
さ
か
な
り

き
六
年
（
む
と
せ
）
目
に
つ

く
づ
く
と
見
し
母
の
顔
か
な

韓
日
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
柱
に
し
た
同
公
演
で
は
、

両
国
の
伝
統
芸
能
を
担
う
趙

珠
仙
さ
ん
（
パ
ン
ソ
リ
）
、

金
美
福
さ
ん
（
韓
国
伝
統
舞

踊
）、
望
月
彦
十
郎
さ
ん（
邦

楽
囃
子
）
、
今
藤
政
十
郎
さ

ん
（
長
唄
三
味
線
）
、
西
川

浩
平
さ
ん
（
笛
）
ら
、
重
鎮

か
ら
若
手
ま
で
の
演
奏
家
、

舞
踊
家
た
ち
が
出
演
す
る
。

当
日
は
日
本
の
古
典
舞

踊
、
伝
統
音
楽
、
韓
日
の
民

謡
、
農
楽
な
ど
、
な
か
な
か

お
目
に
か
か
れ
な
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

望
月
彦
十
郎
さ
ん
の
門
弟

で
あ
る
盧
さ
ん
の
芸
名
は
望

月
彦
慶
。
公
演
で
は
「
パ
ン

ソ
リ
と
囃
子
と
笛
と
」
で
初

め
て
パ
ン
ソ
リ
と
共
演
す

る
。盧

さ
ん
は
山
口
・
下
関
市

出
身
。
幼
少
よ
り
ピ
ア
ノ
を

習
い
、
邦
楽
囃
子
を
学
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
目
の
前
で
聞

い
た
小
鼓
の
音
色
に
胸
を
う

た
れ
た
か
ら
だ
。
そ
の
後
、

東
京
芸
術
大
学
に
入
学
。
邦

楽
囃
子
の
稽
古
を
受
け
、
三

味
線
や
唄
、
能
楽
囃
子
、
祭

り
囃
子
な
ど
を
学
ん
だ
。「
日

本
の
古
典
音
楽
に
携
わ
る
こ

と
は
、
人
よ
り
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
」

学
生
時
代
か
ら
演
奏
の
仕

事
を
受
け
て
き
た
。
キ
ャ
リ

ア
を
積
む
に
つ
れ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
人
か
ら
依
頼
が
舞
い

込
ん
だ
。
現
在
、
演
奏
家
と

し
て
国
内
外
で
公
演
す
る
ほ

か
に
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学

部
准
教
授
、
昭
和
音
楽
大
学

講
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
。

歳
松
会
の
銀
座
小
鼓
会
で
の

個
人
レ
ッ
ス
ン
な
ど
、
邦
楽

囃
子
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

理
事
を
務
め
る「
歳
松
会
」

は
、
邦
楽
囃
子
の
保
存
伝
承

や
普
及
、
そ
し
て
邦
楽
囃
子

の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に

演
奏
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。
盧
さ
ん
は
、
２
０
１
５

年
に
設
立
し
た
当
時
の
立
ち

上
げ
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。
今

年
３
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
で
公
演
を
行

い
好
評
を
得
た
。

日
本
の
伝
統
音
楽
に
携
わ

る
こ
と
は
、
難
し
い
面
も
あ

る
が
、
「
こ
う
し
て
歩
ん
で

こ
ら
れ
た
の
は
私
の
背
中
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
多
く
の

方
た
ち
の
お
か
げ
」
と
感
謝

を
忘
れ
な
い
。

邦
楽
囃
子
演
奏
家
と
し

て
、
古
典
か
ら
現
代
音
楽
ま

で
幅
広
く
演
奏
活
動
を
行
う

一
方
で
、
こ
れ
か
ら
邦
楽
器

に
よ
る
創
作
活
動
や
、
自
身

の
楽
器
で
新
た
な
表
現
を
模

索
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

囃
子
の
た
め
の
曲
作
り
も
そ

の
一
つ
だ
。

「
私
に
と
っ
て
邦
楽
囃
子

は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

だ
し
、
世
界
を
広
げ
て
く
れ

た
。
一
人
の
音
楽
家
と
し
て

は
こ
れ
か
ら
と
思
っ
て
い

る
。芸
を
磨
い
て
い
き
た
い
」

日
韓
文
化
交
流
企
画
公
演

「
福
を
呼
ぶ
」

１９
時
開
演
。

料
金
７
０
０
０
円
。
な
か
の

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ

ー
（
０
３
・
３
３
８
２
・
９

９
９
０
）
。
販
売
時
間
は
１０

～
１９
時
。
公
演
サ
イ
ト
（h

ttp
://bunkageijutsu.

net/fukuoyobu/

）

在
日
韓
国
人
３
世
の
邦
楽
囃
子
演
奏
家
、
盧
慶
順
さ
ん
が
、
来
年
１
月
９
日
、
東
京
の
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
る
日
韓
文
化
交
流
企
画
公
演
「
福
を
呼
ぶ
」
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
文
化
・
芸
術
工
房
）
に
出

演
す
る
。
現
在
、
演
奏
家
と
し
て
の
活
動
以
外
に
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
准
教
授
、
一
般
社
団
法
人
邦
楽
囃
子

研
究
所
「
歳
松
会
」
理
事
の
顔
も
持
つ
。
日
本
の
伝
統
楽
器
の
一
つ
で
あ
る
小
鼓
と
の
衝
撃
的
な
出
会
い
か
ら
、

芸
を
磨
く
た
め
に
邁
進
し
て
き
た
。

韓
国
絵
本
の
魅
力
を
伝
え

る
講
演
会
が
１
日
、
国
立
国

会
図
書
館
子
ど
も
図
書
館

（
寺
倉
憲
一
館
長
、
東
京
都

台
東
区
上
野
公
園
）
で
開
か

れ
た
。
世
界
各
国
の
児
童
書

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
同

図
書
館
が
「
韓
国
の
絵
本
は

た
い
へ
ん
勢
い
が
あ
る
」
と

し
て
企
画
し
た
。

鄭
炳
奎
さ
ん
（
出
版
都
市

文
化
財
団
子
ど
も
の
本
芸
術

セ
ン
タ
ー
共
同
代
表
）
は
韓

国
の
絵
本
７０
年
の
歴
史
を
振

り
返
っ
た
。

講
演
に
よ
れ
ば
、
韓
国
で

絵
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
確

立
し
た
の
は
１
９
６
０
年

代
。
解
放
当
初
、
著
名
な
画

家
が
解
放
直
後
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
描
い
た
挿
絵
と

し
て
の
役
割
か
ら
独
立
し

た
。
当
時
は
「
沈
清
傳
」
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
土
俗

的
、
民
画
的
雰
囲
気
を
宿
し

て
い
た
。

８０
年
代
か
ら
は
社
会
的
な

訴
え
を
含
ん
だ
作
品
が
次
々

に
登
場
す
る
。
『
山
に
な
っ

た
巨
人
―
白
頭
山
も
の
が
た

り
』は
そ
の
代
表
的
な
も
の
。

「
荒
っ
ぽ
い
タ
ッ
チ
で
子
ど

も
の
絵
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
覆
し
た
」
。
鄭
さ
ん
は
こ

の
当
時
の
作
家
を
「
第
１
世

代
」
と
位
置
付
け
た
。

９５
年
以
降
の「
第
２
世
代
」

か
ら
は
日
本
で
も
話
題
に
な

っ
た
創
作
絵
本
『
こ
い
ぬ
の

う
ん
ち
』
が
生
ま
れ
た
。
民

俗
性
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由

な
発
想
が
特
徴
だ
。

現
在
は
「
第
３
世
代
」
１５

年
２
月
に
絵
本
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
と
い
わ
れ
る
「
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
・
ラ
ガ
ッ
ツ
イ
賞
」
で
韓

国
絵
本
が
全
５
部
門
す
べ
て

で
入
賞
し
た
の
は
こ
の
世
代

の
作
家
た
ち
だ
。
こ
の
後
、

千
尚
鉉
さ
ん
（
出
版
都
市
文

化
財
団
子
ど
も
の
本
芸
術
セ

ン
タ
ー
共
同
代
表
）
が
新
進

の
韓
国
絵
本
作
家
た
ち
の
活

動
を
報
告
し
た
。

ぶどう畑に囲まれたのどか
な場所に文子の歌碑はある

２０１９年３月１７日、コトル精霊教会で歳松会
の演奏。琴の右側、小鼓を打つのが盧さん

劇団シルクロードの舞台

全
米
図
書
協
会
は
２０
日
、

韓
国
系
米
国
人
の
ス
ー
ザ
ン

・
チ
ェ
氏
が
今
年
の
全
米
図

書
賞
小
説
部
門
の
受
賞
者
に

選
ば
れ
た
と
発
表
し
た
。

小
説
は
、
チ
ェ
氏
が
今
年

４
月
に
出
版
し
た
『
ト
ラ
ス

ト
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
』
。
チ

ェ
氏
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
韓
国
の
日
帝
占
領
期
の
頃

に
祖
父
が
体
験
し
た
と
聞
い

た
話
に
着
目
し
て
次
の
作
品

を
準
備
す
る
過
程
で
派
生
し

た
作
品
」
と
語
っ
て
い
る
。

同
作
は
１
９
８
０
年
代
に

芸
術
高
校
で
１０
代
の
生
徒
の

カ
ッ
プ
ル
と
カ
リ
ス
マ
性
の

あ
る
教
師
の
間
の
関
係
を
描

き
、
社
会
の
不
条
理
さ
を
掘

り
下
げ
る
。

同
会
は
選
定
理
由
に
つ
い

て
「
時
宣
的
で
あ
り
つ
つ
も

魂
を
鷲
掴
み
に
し
、
最
後
は

読
者
の
心
を
混
乱
さ
せ
揺
る

が
す
内
容
」
と
し
、
「
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
小
説
の
作
法
ま
で

披
露
し
た
」
と
評
し
た
。

今
年
の
全
米
文
学
賞
の
候

補
は
約
２５
作
。
最
終
受
賞
者

に
は
１
万
�
（
約
１
１
０
万

円
）
の
賞
金
と
賞
牌
、
メ
ダ

ル
が
授
与
さ
れ
た
。

「
コ
ン
コ
ギ
（
キ
ジ
肉
）
」
漬

物
シ
リ
ー
ズ
の
２
品
目
は
「
コ
ン

コ
ギ
チ
ャ
ン
ジ
」
で
す
。

今
回
は
塩
漬
け
き
ゅ
う
り

を
細
切
り
に
し
、
そ
れ
と
同
じ
ぐ
ら
い

の
太
さ
に
切
っ
た
キ
ジ
肉
を
炒
め
た
物

で
、
こ
れ
も
キ
ム
チ
と
呼
び
ま
す
。
こ

の
料
理
を
出
す
と
皆
さ
ん
か
ら
、
「
こ

れ
は
本
当
に
キ
ジ
肉
で
す
か
」
と
よ
く

質
問
さ
れ
ま
す
。

私
が
初
め
て
「
飲
食
知
味
方
」
の
特

別
講
座
を
し
た
時
、
キ
ジ
肉
を
入
手
す

る
の
は
大
変
で
し
た
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で

こ
だ
わ
っ
た
か
と
い
う
と
、
鶏
肉
と
の

違
い
を
見
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

本
書
の
書
か
れ
た
朝
鮮
時
代
、
キ
ジ

は
草
原
や
農
耕
地
、
里
山
を
走
り
回
っ

て
い
る
も
の
を
獲
っ
て
い
ま
し
た
が
、

鶏
は
家
で
餌
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
飼
え
る
家
は
限
ら
れ
、
卵

も
産
む
の
で
貴
重
な
食
材
で
し
た
。
現

代
と
は
違
い
ま
す
ね
。

キ
ジ
は
日
本
に
昔
か
ら
い
た
「
ニ
ホ

ン
キ
ジ
」
と
韓
国
か
ら
き
た
「
コ
ウ
ラ

イ
キ
ジ
」
が
い
る
そ
う
で
す
。
最
近
で

は
コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
の
方
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
狩
猟
時
期
は
１１

月
か
ら
１２
月
な
の
で
、
今
が
ち
ょ
う
ど

旬
に
な
り
ま
す
。
鶏
で
も
代
用
出
来
ま

す
が
、
ぜ
ひ
キ
ジ
肉
で
作
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇材料（４人分）
きゅうりの塩漬け
１００ｇ、キジ肉５０g、
醤油 大さじ１/２、
ゴマ油小さじ１

◇つくり方
１．きゅうりの塩漬け

を水に浸けて塩抜
きし、５㎝の長さ
に切り、細切りに
する。

２．キジ肉を茹でて�１
と同じ大きさに切
る。

３．�１のきゅうりと�２
のキジ肉を合わ
せ、醤油とゴマ油
を入れて炒めて出
来上がり。

日
韓
友
好
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
９
ｉ
ｎ
八
王
子
～
海
を
越

え
て
紡
ぐ
「
衣
・
食
・
音
」

が
２８
日
、
東
京
・
八
王
子
市

の
北
野
市
民
セ
ン
タ
ー
８
階

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

主
催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
も

て
な
し
国
際
競
技
会
（
長
野

岩
雄
代
表
）
は
、
真
の
お
も

て
な
し
の
人
生
を
生
き
た
隠

れ
た
偉
人
を
取
り
上
げ
、
同

市
内
で
演
劇
の
公
演
を
企
画

し
て
き
た
。
今
回
は
、
衣
、

食
、
音
楽
を
切
り
口
に
韓
日

の
友
好
に
つ
い
て
考
え
、
朝

鮮
通
信
使
の
歴
史
の
中
か
ら

そ
の
糸
口
を
探
る
。

第
１
部
で
公
演
す
る
韓
国

の
劇
団
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

は
、
朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
を

知
っ
た
後
、
そ
の
内
容
を
作

品
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
王
城
ち
は
る
さ
ん
（
歌

手
、大
学
講
師
）の
講
演
。

第
２
部
は
、
八
田
靖
史
さ

ん
（
コ
リ
ア
ン
・
フ
ー
ド
・

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
）
に
よ
る
基

調
講
演
「
日
韓
交
流
～
文
化

の
力
と
未
来
の
新
し
い
カ
タ

チ
～
」、
そ
し
て
八
田
さ
ん
、

王
城
さ
ん
、
劇
団
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
代
表
の
キ
ム
・
ギ
ョ
ン

テ
さ
ん
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

１５
時
３０
分
開
演
。
参
加
費

一
般
１
５
０
０
円
、
大
学
生

１
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

無
料
）
。
問
い
合
わ
せ
は
長

野
（
０
８
０
・
３
５
７
２
・

９
０
２
５
）。

◆映画「ザ・テノール

真実の物語」上映、ベ

・チェチョルによるコ

ンサート＆トーク

〈２日連続公演〉１２

月２７日１８時開演、２８日、

１２時３０分開演。新国立

劇場小劇場（東京・渋

谷区）。チケット６０００

円。発売はヴォイス・

ファクトリイチケット

デスク（０３・３２３０・７７７

０）。

同映画は、甲状腺が

んで声を失うも、奇跡

的に復活を遂げた韓国

人テノール歌手、ベ・

チェチョルさんをモデ

ルに制作した作品。ト

ークイベントでは、映

画制作における秘話を

語る。

問い合わせはヴォイ

ス・ファクトリイ（０３

・６２６１・５６６６）。

◆第７回日中韓児童友

好絵画展東京展

１２月２３日～２７日。１０

～１７時３０分開催。初日

１４～１９時３０分。最終日

１０時３０分～１３時。表彰

式は２５日１５～１６時。中

国文化センター（東京

・港区虎ノ門）。

各国１００点の絵画作

品を展示。東京韓国学

校初等部の６作品をは

じめ、新宿区の小学生

の作品も展示される。

問い合わせは特定非

営利活動法人社会教育

団体ベルポ会・Ｅメー

ル（wrabel713@yahoo.
co.jp）。

訂
正

１１
月
２７
日
付
の

「
『
ヌ
ビ
展
』
来
場
者
に
ぎ

わ
う
」
の
記
事
中
、「
金
さ
ん

か
ら
指
導
を
受
け
た
」は「
当

時
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
尹
炳

玉
さ
ん
か
ら
」
の
誤
り
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

キ
ジ
肉
か
鶏
肉
か

ココンンココギギチチャャンンジジ

金子文子と短歌

波乱に満ちた人生

三十一文字に刻む

時時
のの
かか
がが
みみ

キキ
ムム
・・
英英
子子
・・
ヨヨ
ンン
ジジ
�
（（
歌歌
人人
））

小小鼓鼓にに魅魅せせらられれてて
在 日 ３ 世 の 盧 慶 順 さ ん 邦

楽
囃
子
の
伝
統
担
う

来
月
、東
京
で
韓
日
コ
ラ
ボ
公
演

東
京
芸
大
で
講
義
も

魅
力
さ
ぐ
る
講
演
会
国
会
図
書
館
こ
ど

も
図
書
館
が
企
画

勢
い
あ
る
韓
国
絵
本

全
米
図
書
館
賞
小
説
部
門

ス
�
ザ
ン
・
チ
�
氏
が
受
賞２８日に演劇と講演

日日韓韓友友好好フフェェススタタ iinn八八王王子子
～～海海をを越越ええてて紡紡ぐぐ「「衣衣・・食食・・音音」」

（４）２０１９年１２月４日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９４５号


